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【問い合わせ先】
菊池川流域日本遺産協議会 食と農部会

（農政課ブランド推進室内）
☎0968（25）7266

café zakka bb ママトコキッチン
bbヲムスビランチ
1,320円（税込）

菊池のNon-GMO牛の
田楽風ヲムスビプレート
1,342円（税込）

菊池市長田４９６
☎ 080（9106）7416

七城町蘇崎１３１０-３
☎ 0968（41）5091

　菊池川流域日本遺産協議会（玉名市・山鹿市・菊池市・和
水町・県北広域本部ほか）は、菊池川流域の「おいしい食」や

「歴史」、「地域の人々」を“むすび”、魅力を伝えるため、流
域で育まれた米を使った新メニューを開発しました。

　テーマは『菊池川流域をむすぶ「ヲムスビ」』。今回は菊
池川流域３市1町にある10店舗が参加し、本市からは「café 
zakka bb」と「ママトコキッチン」の2店舗が新メニューを
開発しました。菊池川の恵みをぜひ堪能してください！

　菊池の黒米に特製の肉味噌を乗せたヲムスビ。山鹿市の
卑弥呼醤院の味噌に山鹿牛、ニンニク、自家製紅生姜を混ぜ
込み、岳間茶の抹茶塩で仕上げたヲムスビの上に乗せました。

　菊池川流域日本遺産のコンセプト「菊池川流域・ミネラルウォーターランド
～阿蘇から有明海へそそぐ恵みめぐり」や、流域のストーリーから導き出した「菊
池川流域をむすぶ『ヲムスビ』」をテーマに流域で生まれた「おいしい米」を使っ
たメニューの開発やPRを支援し、「食」のブランディングを進めていく事業で、「お
いしい食」がある地域であることを継続的に発信していきます。

　味噌でソテーした牛の赤身を贅沢に菊池米に乗せ、オー
ブンで焼き上げた田楽風のヲムスビです。味噌に加えた山
鹿市の「千代の園酒造」の酒が深い味わいを引き立てます。

←フェイスブック 二次元バーコード
菊池市  協力隊

vol.32

地
域
健
康
プ
ラ
ン
ナ
ー

森も
り

田た 
雅ま

さ

史ふ
み

さ
ん

◀ 

趣
味
は
合
気
道
。
夫

婦
で
稽
古
に
通
う

健
康
教
室
で
市
民
と
交
流

菊
池
は「
優
し
い
人
が
多
い
」

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
手
伝
う
任
務
で
着
任
。

公
民
館
や
施
設
な
ど
各
地
を
訪
問
し
、健
康
体
操

や
姿
勢
講
座
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
今
の

時
代
は
、頑
張
り
す
ぎ
て
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て

い
る
人
が
多
い
。
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
が
、

ど
れ
だ
け
楽
で
強
い
状
態
か
を
体
感
し
て
も
ら
え

れ
ば
」。
ま
た
、新
た
に
農
業
や
自
然
、瞑
想
、呼
吸

法
、お
い
し
い
食
事
を
取
り
入
れ
た
リ
ト
リ
ー
ト
学

校
も
企
画
中
。「
健
康
を
意
識
す
る
人
が
少
し
で
も

増
え
て
ほ
し
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　

夫
婦
で
菊
池
に
来
て
約
８
カ
月
。「
虫
と
寒
さ
に

は
ま
だ
慣
れ
な
い
け
れ
ど
」と
笑
い
つ
つ
も「
周
り
の

人
の
優
し
さ
に
支
え
ら
れ
、楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。「
縁

あ
っ
て
菊
池
に
住
ま
せ
わ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
自

分
自
身
で
菊
池
の
生
活

を
楽
し
み
な
が
ら
、多
く

の
人
の
幸
せ
に
関
わ
れ

た
ら
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

本
市
で
は
現
在
、10
人
の
隊
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

身体の姿勢講座では、その効果
に参加者からは驚きの声が
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